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挨拶

戦後 70 年

- あらためて戦争と中央大学を考える -

　本年はアジア太平洋戦争終結から 70 年の節目にあたります。

　中央大学はこの戦争によって多大な影響を受けたと同時に、 戦争の遂行のた

めに学生を戦地に送ることを認め、 巻き込んでいった責任があります。

　70 年という長い年月が流れ、 かつて我が国が戦争という過酷な現実のさなか

にあったことを想像することは難しくなっています。

　現代の学生が、 目指す道に向かって学問を修得しながら、 友や師と語り合い、

卒業後に活躍する未来に思いをはせる青春の日々が、 あの時代に生きた若者

にとっては、 いかに渇望しても手の届かないものでした。

　視点を世界に向ければ、 この現代においても、 安全に暮らし、 自由に学ぶこ

とのできない人々が大勢いることも忘れてはならないことです。

　現代の中央大学に生きる者として、 学びの場のありがたさを再認識し、 その

力を未来に生かせることに感謝する心を持ち続けることは大切なことです。

　創立以来、 有為の人材を輩出してきた中央大学は、 戦争の記憶を風化させ

ることなく、 これからも教育研究活動を通じて人類福祉の増進に貢献することを

銘記いたします。

　この展示をご覧いただき、 戦争の時代と中央大学を知っていただくとともに、

戦争や本学への理解を深めていただく機会になればと考えます。

2015 年 10 月

中央大学 総長 ・ 学長　酒井正三郎
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卒業アルバムに現れた戦争

1933年

卒業アルバム編集委員の眼が捉えた戦争をアルバムから紹介しま

す。 そこには戦争への感じ方が含まれています。

1933（昭和8）年3月卒業の予科

学園生活のコーナーには6枚の写真が

あり、"その６"として教練の写真がありま

す。記念撮影であるかのように見えます。

1938（昭和13）年3月卒業の法学部

右上：学外での教練からの帰校

左下：校舎中庭での教練

4人の配属将校

1939（昭和14）年3月卒業の法学部

左右の上：ガスマスク(防毒面)装着訓練

左右の下、中央下：野営演習

Ａゾーンに展示

1938 年

1939年
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1940（昭和15）年3月卒業の法学部英法科

左半分：興亜青年勤労報国隊(1939年7月)の

壮行会、北支派遣隊、蒙彊派遣隊。

右半分：「軍教15周年記念御親閲」の日の大学

から会場へ向う光景；親閲は「陸軍現役将校学

校配属令」公布から15年を記念して、1939年5

月22日に皇居前広場において行なわれました。

1940（昭和15）年3月卒業の法学部英法科

左上：大陸座談会

左下：興亜奉公日；毎月1日に学生を集め、

皇居遥拝などを行ないました

右2枚：学友の"出征"を送る情景

1942（昭和17）年9月卒業の経済学部

(2回目の半年繰上げ卒業)

1942（昭和17）年9月卒業の経済学部

(2回目の半年繰上げ卒業)

1940年

1940年

1942年

1942年

中央大学報国隊結成式（1941（昭和16）年9月）

野営演習
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国の高等教育機関への

政策と中央大学

本学は当時、 大学令による大学として法 ・ 経済 ・ 商の学部、 予科、 専門学校令

による専門部などを擁する高等教育機関として 9,000 人以上 (1935 （昭和 10）

年現在 ) の学生の学びの場でした。

大学令は、 学校の設置 ・ 廃止の認可ばかりでなく、 教員の採用も文部大臣

の認可が必要と定め、 また監督上必要な命令を出すことができるとしています。

現在に比べれば大学の自由は大きく制限されていました。 一方で、 国の中枢

を担うことが期待された大学生 ・ 専門学校生 （社会のエリート） は、 満 26 歳に

なるまで在学中は兵役が免除されるという特権を持ち、 学校教練 （軍事教練）

に合格した者は陸軍の幹部候補生として優遇される制度がありました。

教練教育（代々木練兵場における演習／年代不詳）

学生は銃に銃剣を着けています。代々木練兵場は現在の代々木公園。

中央大学学部教練規定(1935（昭和10）年3月)

教練は、1925年に制度化され1935年に専門部にお

いて必修化、1939年には学部において必修化されま

す。

教練教育（専門部商科／1928（昭和3）年）

配属将校2名と専門部学生10数名が整列している光

景。学生は銃を持ち、配属将校は帯剣。銃は学内の

銃器室に保管。場所は駿河台校舎中庭。

学校教練

Ｂゾーンに展示
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繰上げ卒業

1942（昭和17）年3月卒業

を3か月繰上げて1941年

12月卒業とするよう指示

(内報)している文部省発出

文書。同年10月正式に「大

学学部等ノ在学年限又ハ

修業年限ノ臨時短縮ニ関

スル件」として公布。

「学生生徒卒業期繰上ニ関スル件」（文部省専門学務局長／1941（昭和16）年9月6日）

中央工業専門学校新設理由書（中央大学／1944（昭和19）年7月）

中央工業専門学校の設置

国家が高等教育機関に自然

科学に対応するよう要請を行

なっていること、本学50周年時

の1935（昭和10）年から工学部

の設置を計画してきたことを理

由に、本来ならば工学部を設

置するところであるが、学部に

ふさわしい施設を備えることが

難しいこと、修業年限の関係か

ら出身者の社会での活躍が遅

くなることから、専門学校を設

置するとしています。



-6-

中央大学と戦争 国の政策によって大学が行なったことと、 大学の意思で行なったことがあります。

ここでは中央大学が自ら行なったことのいくつかを紹介します。

時代の要請にこたえる形で、 学科目を改訂しています。

学生の日常的な生活の面では、 1939( 昭和 14) 年の 「青少年学徒ニ賜リタル勅語」

を承ける形で 「戦時学生自戒五條」 を製作し、 学生 ・ 教職員に常時携行を指示して

います。

教員のなかに 「学問報国」 の機運が起こり、 「中央大学時局研究会」 (1937( 昭和

12) 年 ) や 「中央大学文化科学原理研究会」 (1938( 昭和 13) 年 ) が結成されます。

さらに、 市販の図書を中央大学の名で刊行したり、 軍の許可を得て満州事変記念

に関する図書を刊行しています。 「中央大学文化科学原理研究会」 は叢書を刊行し

ています。

植民地経営や時局の変化にしたがい中央大学では新たに学科目を設置したり、 既存科目の再編成を行なうな

どの対応をしました。

【学科目の設置】

1925( 大正 14) 年頃から「植民政策」( 経済学部 / 必修、商学部 / 選択 ) が設置され、1937( 昭和 12) 年頃から「統

制経済論」 ( 専門部経済 / 必修 ) が設置されました。

1943( 昭和 18) 年頃からは必修科目として「東亜法制概論」( 法学部 )、「共栄圏状勢概論」( 法、経済、専門部法、

専門部経済 )、 「軍事学」 ( 法、 経済 )、 「統制法規概論」 ( 法、 経済、 専門部法、 専門部経済 )、 「経済統制法」

( 商 )、 「軍事学 / 兵器学」 ( 専門部法、 専門部経済 )、 「東亜経済論」 ( 専門部商 ) が設置されました。

【学科目の再編成】 ( いずれも 1935( 昭和 10) 年）

「歴史」　第一予科 1 年生の時間数を週 3 時間から 4 時間に変更。

「倫理」 を 「修身」 に変更　第一予科の 1 年生から 3 年生、 第二予科の 1 年生、 2 年生。

「修身」　専門部法学科 1 ・ 2 年生 必修 / 週 1 時間を追加、 3 年生 必修 / 週 2 時間を追加 ； 専門部経済学

科 1 年生から 3 年生 必修 / 週 1 時間を追加 ； 専門部商学科 1 年生 必修 / 週 1 時間を追加。

学科目の変遷

1943（昭和18）年2月施行の学則(専門部法学科)

「軍事学/兵器学」、「共栄圏状勢概論」、「統制法規概論」な

どが設置された。

1943（昭和18）年2月施行の学則(経済学部)

「共栄圏状勢概論」、「軍事学」、「統制法規概論」などが設

置された。

Ｃゾーンに展示
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戦時学生自戒五條（1939（昭和14）年）

1939（昭和14）年の「青少年学徒に賜り

たる勅語」を承ける形で同年6月「戦時

学生自戒五條」を含む冊子を製作し、学

生・教職員に常時携行を指示します。内

容は、勅語、五條で構成されています。

学業に精進して万一のときに国の恩に酬

いるのは学生の本分、質実剛健、軍事

教練の成果を日常生活に生かすこと、前

線の兵士に感謝、市井の人々にも感謝、

心身の鍛練、早寝早起き、飲酒喫煙の

節制などを内容としています。

戦時学生自戒五條
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中央大学の出版物

左：『国防問題参考資料 : 明日の国防』

亜細亜時報社が1931（昭和6）年に発行したもの

に、表紙に「中央大学」と表示して同年10月に発

行。

右：『満洲事変記念』（中央大学/1932（昭和7）年

9月発行）

陸軍省の許可を受けて出版しました。

『ナチス・独逸法概論 : 片山先生・一ノ瀬先

生用教材』（中央大学出版部/1943（昭和18）

年5月発行）

中身は、G. K. Schmelzeisen著/

Quelle & Meyer刊行の"Deutsches Recht : 

Einführung in die Rechtswissenschaft"の複製

に中央大学出版部の表紙・奥付を付したも

のです。

いずれも中央大学文化科学原理研究会叢書

左：『日本精神の根本原理と生命哲学』（天

野徳也著/1941（昭和16）年4月発行）

右：『新体制の指導原理』（柴田甲四郎著

/1941（昭和16）年4月発行）
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学生生活を語る資料は多くは残っていません。

ここでは、 国からの指示によって行われた勤労動員、 報国隊を中心

に紹介します。

学生生活

勤労動員

集団勤労作業(多摩川畔/1938（昭和13）年)

文部省の「集団的勤労作業運動実施ニ関スル件」（1938年

6月通達）にもとづく多摩川河畔での勤労作業の模様。10

月22日、26日の2日間行なわれました。

勤労奉仕作業（皇居正門と坂下門との間付近

/1940（昭和15）年5月12日）

「紀元2600年」(西暦1940年)を記念して東京市が主催

して行なった「宮城外苑整備事業」の際の作業です。

学生は学生帽をかぶり、ゲートルを足に巻き、なかに

は地下足袋をはいている者もいます。（写真は中央大

学新聞第182号に掲載）

1938( 昭和 13) 年 7 月　予科生徒が明治神宮清掃の勤労奉仕 (2 日間 )

1938 年 10 月　多摩川畔で第 1 回集団勤労作業

1938 年 10 月　多摩川畔で第 2 回集団勤労作業

1939 年 7 月　練馬運動場で専門部 3 年、 吉祥寺野球場で第 1 予科全学年が集団勤労作業 (14 日 -17 日 )

1940 年 5 月　紀元 2600 年祝賀宮城外苑整備作業

 専門部生 (12 日 ・ 428 人 )、 予科生 (19 日 ・ 290 人 )、 学部生 (26 日 ・ 324 人 )

1941 年 10 月　専門部経済学科 2 年勤労作業を陸軍機甲整備学校で実施

1941 年 11 月　報国隊予科隊 ・ 学部隊中の商学部学生、 深川陸軍糧秣本敞で勤労作業 (10 日 -30 日 )

1942 年 4 月　予科 2 年生　陸軍某廠で勤労奉仕 (15 日 -22 日 )

1944 年 5 月　学部 2 年勤労動員 ( 日本冶金川崎工場 ・ 5 月 20 日 -6 月 18 日 )

1944 年 5 月　予科 3 年勤労動員 ( 大同製鋼熱田工場 ・ 5 月 23 日 -9 月 5 日 )

1944 年 6 月　専門部 3 年勤労動員 ( 日本鋼工川崎工場 ・ 6 月 17 日 -9 月 20 日 )

1944 年 6 月　学部 3 年勤労動員 ( 日本冶金川崎工場 ・ 6 月 19 日 -9 月 20 日 )

1944 年 10 月　学徒勤労令により板橋陸軍造兵廠などに通年動員

（『中央大学百年史』 年表 ・ 索引編、 中央大学新聞から作成）

本学の勤労作業 ・ 勤労動員

Ｄ、Ｅ、Ｆゾーンに展示
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興亜学生勤労報国隊

1939( 昭和 14) 年に文部省は興亜青年勤労報国隊の海外派遣を開始します。

1940 年の実施要綱には、 その趣旨として 「全国学生生徒を簡抜して東亜大陸に派遣し現地に於て集団的勤労

教育を実施し身を以て東亜新秩序建設の事業に参加せしむると共に具 ( つぶ ) さに第一線将兵の労苦を体得せし

めて以て尽忠報国の精神を昂揚し大陸に対する認識を深化し堅忍持久の意力を錬成し相率いて興亜の大業を翼賛

すべき学風の振興を期する」 としています。

本学から 3 回、 1939 年 7 月には教員 5 人、 学部学生 30 人、 予科生 10 人を派遣、 1940 年 7 月には教員 1 人、

学生 20 人（学部 10 人、専門部 5 人、予科 5 人）、をそれぞれ約 1 か月間派遣しています（1941 年派遣の詳細は不明）。

作業計画予定表(1943（昭和18）年10月)

上津別に派遣された班の作業計画です。ほとんどの

作業は排水工事(排水路造成)でした。

『昭和17年3月興亜学生勤労報国隊報告書』(文部省教学局/1942（昭和17）年3月発行)（1941年派遣）

参加した中央大学学生の感想文が掲載されています。（1941年の派遣について学内に記録はありません。新発見の資料

です）。

働き手が少なくなるなか報国隊は食糧増産に動員されました。

本学では、 1943( 昭和 18) 年 10 月、 他の大学と合同で約 1 か月、

北海道の荒地改良作業に学生を派遣しています。 東京所在の大

学を中心に約 3,000 人の学生が 1 か月にわたって従事しました。

援農

荷馬車に乗る援農学生（1943（昭和18）年10月）
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報国隊 本学は 1941( 昭和 16) 年の文部省訓令に基づいて、 9 月に中央大学報国隊を結成します。

報国隊の組織は、 陸軍の軍編成を応用し、 隊長 （学長） のもと学部隊 （3 大隊約 1,900 名）、 専門

部隊 （3 大隊約 1,600 名）、 予科隊 （１大隊約 1,400 名）、 特別隊 （420 名） で編成され、 大隊長等

には教員が就いています。

中央大学報国隊編成表（1941（昭和16）年9月）

報国隊特設防護団バケツリレー訓練（年代/場所不詳）
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学徒出陣 政府は 1943( 昭和 18) 年 10 月 2 日「在学徴集延期臨時特例」( 勅令 ) を公布・即日施行し、

高等教育機関に在籍する 20 歳以上の文科系を中心とする学生を在学途中で徴兵しました。

対象となった学生は、同年 12 月から翌年 1 月にかけて陸軍へ入営あるいは海軍へ入団し、

おもに下級将校として各地に配属されていきました。

1941（昭和16）年12月の繰上げ卒

業式での学長の式辞

学徒出陣の前触れともいえる内

容です。

非常時、八紘一宇、尽忠報国、総

力戦、滅私奉公、堅忍持久などの

言葉とともに、学問に親しみ、修

養に努め、人格と知識の向上を

図れとしています。

『中央大学学報』第14巻第5号(1942（昭和17）年6月発行)

「朝鮮人台湾人特別志願兵制度ニヨリ志願セザリシ学生生徒ノ取扱ニ関スル件」(文部省専門教育局長／1943（昭和18）年12月)

兵に 「志願」 しない朝鮮、台湾出身の学生に対して大学が取るべきこととして、1) 自発的に休学または退学するよう勧めること、

2) 休学や退学をしない学生には大学が休学措置をとること、 3) 志願しない学生の氏名などを文部省に報告することなどを通

知しています。 本学がどのような対応や報告をしたかについては記録が残っていません。

Ｇゾーンに展示
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「中央大学在学中戦没者名簿」(1955（昭和30）年)

本学は、1937年日中戦争から1945年戦争終結までの間に学籍を離れ、徴兵

あるいは志願して兵となった学生のうち亡くなった学生の調査を行ないました。

「学徒出陣」した学生を含む401名が記録されています。
中央大学が実施した在学中学生戦没者調査の

際の役所からの返信ハガキ(1954（昭和29）年)

復員 ・ 復学 本学の駿河台校舎はアメリカ軍の空襲による被害がなく、 戦後 1945( 昭和 20) 年 10 月

2 日から授業を再開すると告知されていました。

「学徒出陣」 を含む兵役に服していた学生や、 通年勤労動員で軍需工場に行っていた

学生が大学に戻ってきます。

しかし、 空襲によって焼失したことによる住居の不足、 食糧事情の悪さ、 家計の経済状

況などからたやすく復学できたわけではありません。 これは教職員にとっても事情は同じで

した。

復学を伝える中央大学新聞記事(1946（昭和21）年4月15日)

学生は、軍隊への応召時の学年への復学ではなく、1学年進級

を伴う復学を要求し、一部の要求を大学は受け容れたと記事に

はあります。そのような要求の背景には下宿難、食糧難などで生

活費は上昇し、このままでは退学せざるをえない状況で一刻も早

い卒業を求めていると伝えています。

学生服・軍服・国民服の学生(1948（昭和23）年)

戦後間もないころには衣食住の不足は日本全体を覆っていま

した。戦後3年がたった1948年当時も軍服、国民服（1940年勅

令により定められ男子の標準服）、草履といった学生もいたの

です。場所は駿河台校舎本館前です。

Ｈゾーンに展示
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日本・世界

1925 年 4 月　「陸軍現役将校学校配属令」公布

1931 年 9 月　 満州事変

1932 年 5 月 2 日　 学生思想問題調査委員会（文部省）
が思想対策について答申

1932 年 5 月 15 日　五・一五事件
1933 年 3 月 27 日　日本、国際連盟を脱退
1933 年 5 月 26 日　京都帝国大学滝川幸辰教授を休職

処分（京大滝川事件）

1934 年 8 月　 法政大学、戸板潤講師を思想不穏の理
由で免職

1934 年 12 月　陸軍当局、各大学における徴兵忌避の
不在学籍者につき学校当局に警告

1935 年 2 月 18 日　菊池議員、貴族院で美濃部達吉の
天皇機関説を攻撃（不敬罪で起訴、
著書発禁／天皇機関説事件／ 9 月
辞職）

1935 年 8 月 3 日　 政府、国体明徴に関する声明発表

1936 年 2 月 26 日　二・二六事件
1936 年 8 月　 ベルリンオリンピック
1936 年 11 月　日独防共協定に調印

1937 年 7 月 7 日　 日中戦争の開始（盧溝橋事件）
1937 年 8 月 24 日　「国民精神総動員実施要綱」を閣

議決定

1937 年 12 月　中華民国の首都南京が陥落

1938 年 5 月 5 日　「国家総動員法」施行
1938 年 6 月 9 日　 文部省「集団的勤労作業運動実施

ニ関スル件」通達

1939 年 3 月 30 日　文部省、「大学学部教練ニ関スル
要綱」（学部教練必修化）通達

1939 年 5 月 22 日　天皇、全国学生生徒を閲兵、「青
少年学徒ニ賜リタル勅語」下賜

1939 年 6 月　 文部省、夏期休暇を学生生徒の心身鍛
錬にあて集団勤労作業等を行なうよう
通達

本学

1925 年頃　「植民政策」( 経済学部 / 必修、商学部 / 選択 ) を新設

1925 年 7 月　 大学、専門学校における軍事教練の実施にともない
本学へ現役将校配属

1925 年 9 月 14 日　 予科生学校教練（記録に残る最初の教練）

1932 年 9 月　『満洲事変記念』を刊行
1933 年 2 月　 学生団体・瑞穂会創立 ( 天野徳也教授主宰 )

1933 年 12 月 17 日　愛国報国機「大学高専号」2 機献納会発会式を
国学院大学で挙行、本学も常任委員校となる

 
1935 年 4 月　 教練を昼間専門部で必修科目とする
1935 年 4 月　 理事会が美濃部達吉の憲法論を採用せずと決議した

ことにより、美濃部講師本学を辞職
1935 年 4 月　「歴史」授業時間増、「倫理」を「修身」に科目名称

変更などを行なう
1935 年 11 月　創立 50 周年記念式典

1936 年 8 月　 本学学生４名がベルリンオリンピックに出場

1937 年頃　「統制経済論」( 専門部経済 / 必修 ) を新設

1937 年 9 月　 特設防護団を組織
1937 年 10 月　「中央大学時局研究会」発足

1938 年 7 月　 夏期休業中の勤労奉仕に関する注意事項を告示、『学
生夏期勤労簿』配布

1938 年 12 月　「中央大学文化科学原理研究会」( 第 1 回会合 )

1939 年 6 月　『戦時学生自戒五條』配布

年表
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日本・世界

1940 年 1 月　 津田左右吉早稲田大教授辞任

1940 年 9 月　 日独伊三国軍事同盟調印

1940 年 10 月　大政翼賛会、結成

1940 年 11 月　大日本産業報国会、結成

1941 年 7 月　 日本軍、南部仏印に進駐
1941 年 10 月 16 日　文部省「大学学部等ノ在学年限

又ハ修業年限ノ臨時短縮ニ関ス
ル件」公布。
1941 年度は 3 カ月短縮、1942 年
度は予科・高等学校を加え 6 カ
月短縮、繰上卒業開始

1941 年 11 月 22 日　「国民勤労報国協力令」公布（勤
労奉仕義務の法制化）

1941 年 12 月 8 日　 アメリカ、イギリスに宣戦布告

1942 年 1 月　 日本軍、マニラ占領

1942 年 3 月 8 日　 日本軍、ラングーン（当時のビル
マの首都、現在のヤンゴン） 占領

1942 年 4 月 18 日　 日本本土、アメリカ軍による初空襲
1942 年 6 月　 ミッドウェー海戦

1943 年 1 月 21 日　「大学令」改正（大学予科の修業
年限を 3 年から 2 年に変更）

1943 年 3 月 2 日　 「兵役法」改正（朝鮮に徴兵制）

1943 年 6 月　「学徒戦時動員体制確立要綱」を閣議
決定

1943 年 9 月 22 日　 文科系学生の徴兵猶予制廃止

1943 年 10 月 2 日　「在学徴集延期臨時特例」公布

本学

1939 年 7 月　 練馬運動場で専門部 3 年、吉祥寺野球場で第 1 予科
全学年が集団勤労作業 (14 日 -17 日 )

1939 年 7 月　 興亜青年勤労報国隊派遣

1940 年 7 月　 興亜青年勤労報国隊派遣
1940 年 9 月 20 日　 防空訓練実施

1940 年 10 月 23 日　風紀刷新の実践方協議のため法学部教授会を開
催

1940 年 10 月 -11 月　教学刷新の具体策考究のため経済学部教授会、
3 学部連合教授会を開催

1941 年 4 月　 中央大学文化科学原理研究会叢書の刊行を開始
1941 年夏　興亜青年勤労報国隊派遣

1941 年 12 月 26 日　第 57 回卒業式 (3 か月繰り上げ卒業 ) 

1942 年 1 月 9 日　 学友会を改組し、国民勤労報国協力令に基づく
「中央大学奉公団」に再編

1942 年 9 月 27 日　 第 58 回卒業式 (6 か月繰り上げ卒業 )
1942 年 11 月　中央大学皇道法理研究会発足

1943 年 2 月　「共栄圏状勢概論」( 法学部等 / 必修 )、「軍事学」( 法
学、経済学部 / 必修 ) などの学科目を新設

1943 年 4 月 5 日　 予科、専門部入学式
1943 年 5 月　『ナチス・独逸法概論 : 片山先生・一ノ瀬先生用教材』

発行
1943 年 5 月 8 日　 専門部学徒挺身隊および特設防護団、神田消防

署の指導により防空訓練 (2 日間 )
1943 年 5 月 23 日　 体錬大会 ( 運動会を改称 ) を練馬運動場で開催

1943 年 9 月 23 日　 第 59 回卒業式 (6 か月繰り上げ卒業 )

1943 年 10 月 8 日　 出陣学徒壮行会を開催
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日本・世界

1943 年 10 月 12 日　「教育ニ関スル戦時非常措置方策」
を閣議決定（文科系大学・専門
学校の理科系の転換）

1943 年 10 月 20 日　陸軍省令「陸軍特別志願兵臨時
採用規則」公布

1943 年 10 月 21 日　出陣学徒壮行会（文部省主催）（神
宮外苑競技場）

1943 年 12 月 1 日　 学徒出陣始まる
1943 年 12 月 21 日　「教育ニ関スル戦時非常措置方策

ニ基ク学校整備要領」を閣議決
定

1943 年 12 月 24 日　徴兵適齢 1 年引き下げ（19 歳に）

1944 年　学童疎開始まる
1944 年 1 月 18 日　「緊急学徒勤労動員方策要綱」を

閣議決定（勤労動員年間 4 カ月
継続）

1944 年 3 月 7 日　 「決戦非常措置要綱ニ基ク学徒動
員実施要綱」を閣議決定（通年
の学徒勤労動員）

1944 年 8 月 31 日　 台湾徴兵制実施

1944 年 10 月 18 日　陸軍省、満 18 歳以上を兵役編入

1945 年 3 月 9 日 -10 日　東京大空襲
1945 年 3 月 18 日　「決戦教育措置要綱」を閣議決定

（国民学校初等科以外の授業を 4
月から 1 年間停止）

1945 年 8 月 6 日　 広島市への原子爆弾投下
1945 年 8 月 9 日　 長崎市への原子爆弾投下
1945 年 8 月 14 日　 日本、ポツダム宣言を受諾
1945 年 8 月 15 日　 天皇、終戦の詔書をラジオ放送
1945 年 9 月 2 日　 日本、降伏文書に調印、第二次

世界大戦終結。（署名国：日本、
アメリカ、中華民国、イギリス、
ソビエト連邦、オーストラリア、
カナダ、フランス、オランダ、
ニュージーランド）。

本学

1943 年 12 月 23 日　本学をはじめとする私大側の反対により、私立
大学整備統合案が流産

1944 年 1 月 15 日　 台湾学徒出陣壮行会を開催

1944 年 4 月　中央工業専門学校開校
1944 年 4 月 1 日　 商学部・専門部商学科募集停止、商学部在学生

を経済学部に移籍
1944 年 5 月 20 日　『中央大学新聞』249 号を発行し終刊
1944 年 6 月　『法学新報』第 54 巻第 6 号発行、以降休刊
1944 年 6 月 25 日　『中央大学学報』第 15 巻第 5 号発行、以後休刊

1944 年 9 月 22 日　 第 60 回卒業式 (6 か月繰り上げ卒業 )

1945 年 9 月 17 日　 10 月 1 日始業式、翌 2 日から授業再開との発表
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中央大学予科第 11 回卒業記念写真帖 （1933 年 3 月）

［中央大学］ 予科修業紀念写真帖昭和 10 年 3 月 （1935 年 3 月）

中央大学法学部第 51 回卒業記念 ［アルバム］ （1936 年 3 月）

中央大学法学部第 53 回卒業記念昭和 13 年 3 月 ［アルバム］ （1938 年 3 月）

中央大学法学部第 54 回卒業記念昭和 14 年 3 月 ［アルバム］ （1939 年 3 月）

中央大学法学部英法科第 55 回卒業記念昭和 15 年 3 月 ［アルバム ] （1940 年 3 月）

中央大学経済学部卒業記念写真帖昭和 17 年 9 月 （1942 年 9 月）

中央大学学部教練規定 （1935 年 3 月）

教練教育 （専門部商科 /1928 年） （複製写真）

教練教育 （代々木練兵場における演習 / 年代不詳） （複製写真）

「学生生徒卒業期繰上ニ関スル件」 （文部省専門学務局長 /1941 年 9 月 6 日）

中央工業専門学校新設理由 （中央大学 /1944 年 7 月）

『中央大学学則 大学部大学予科専門部』（1943 年年 2 月施行（1944 年 8 月発行））の学科目表部分（中央大学図書館所蔵）

戦時学生自戒五條 （中央大学 /1939 年 6 月）

『国防問題参考資料 : 明日の国防』（亜細亜時報社 /1931 年 8 月発行のものに、表紙に「中央大学」と表示して発行したもの）

『満州事変記念』 （中央大学 /1932 年 9 月発行）

『日本精神の根本原理と生命哲学』 （天野徳也著 / 中央大学文化科学原理研究会叢書 /1941 年 4 月発行）

『新體制の指導原理』 （柴田甲四郎著 / 中央大学文化科学原理研究会叢書 /1941 年 4 月発行）

『ナチス ・ 独逸法概論 : 片山先生 ・ 一ノ瀬先生用教材』 （中央大学出版部 /1943 年 5 月発行 /） （G. K. Schmelzeisen 著

/Quelle & Meyer 刊行の図書の複製に中央大学出版部の表紙 ・ 奥付を付したもの）

卒業式 （林頼三郎学長 /1942 年ころ） / 卒業式を終えて講堂から出る学生たち （1940 年 3 月） （いずれも複製写真）

勤労奉仕作業 （皇居正門と坂下門との間付近 /1940 年 5 月 12 日） （複製写真）

集団勤労作業 （多摩川河畔 /1938 年） （複製写真）

集団勤労作業を伝える中央大学新聞記事 （1939 年 8 月 15 日）

興亜青年勤労報国隊手帳 （文部省 /1939 年）

興亜青年勤労報国隊派遣を伝える中央大学新聞記事 （1939 年 6 月 15 日）

『昭和 17 年 3 月興亜学生勤労報国隊報告書』 （文部省教学局 /1942 年 3 月発行）

中央大学報国隊編成表 （1941 年 9 月）

報国隊特設防護団バケツリレー訓練 （年代不詳） （複製写真）

報国隊体練大会銃剣術 （中央大学練馬総合運動場にて /1943 年 5 月） （複製写真）

『帝都ニ於ケル学校報国隊連合大会要綱　昭和 17 年 2 月 8 日於明治神宮外苑陸上競技場』 （文部省学校報国隊本部実

践部 /1942 年 2 月発行）

報国隊北海道援農 （1943 年 10 月） （複製写真）

報国隊北海道援農食事日誌 （1943 年 10 月）

報国隊北海道援農作業計画予定表 （1943 年 10 月）

野球部満州遠征 ： 学員会大連支部の歓迎会 （1938 年） （複製写真）

水泳会 （1935 年） （複製写真）

『中央大学学報』 第 14 巻第 5 号 （1942 年 6 月発行）

出陣学徒壮行会写真 （神宮外苑 /1943 年 10 月 21 日撮影） （毎日新聞社提供） （2 種）

中央大学予科出陣学徒壮行会写真 （1943 年） （複製写真）

「中央大学在学中戦没者名簿」 （1955 年）

「朝鮮人台湾人特別志願兵制度ニヨリ志願セザリシ学生生徒ノ取扱ニ関スル件」 （文部省専門教育局長 /1943 年 12 月）

中央大学が実施した在学中学生戦没者調査の際の役所からの返信ハガキ （1954 年）

学生服 ・ 軍服 ・ 国民服の学生 （1948 年） （複製写真）

復学を伝える中央大学新聞記事 （1946 年年 4 月 15 日）
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学校系統図（1944年時点／本学関係部分のみ）
学年

16
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1

年齢

25
24
23
22
21
20
19
18
17
16
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3

●大学令による学校 
 ・ 中央大学（学部）
 ・ 中央大学予科
●専門学校令による学校 
 ・ 中央大学専門部（専門学校）
 ・ 中央工業専門学校
●中等学校令による学校 
 ・ 中央大学商業学校（実業学校）

『学制百年史』（文部省）、1943年2月施行の本学学則から作成
注 ： 実際には、予科について1943年入学生から修業年限が２年に引き下げられた。

大学

予科 専門部 専門学校

実業学校中学校

国民学校
初等科

高等学校
尋常科

戦争と中央大学プロジェクト

「戦争と中央大学プロジェクト」 は中央大学の学部長会議のもとに設けられ、 戦後 70 年と

なる 2015 年を中心に講演会、 シンポジウム、 展示 ( 本展示 ) 等を通じて、 戦争と中央大

学を考える機会を学生、 教職員、 卒業生、 社会に提供し、 またこの取組みを教育に還元

する活動です。

戦中 ・ 戦後の史料に関する情報をお寄せください

戦後 70 年　－あらためて戦争と中央大学を考える－

主催　中央大学 「戦争と中央大学プロジェクト」

制作　中央大学 広報室 大学史資料課

e-mail ： archive@tamajs.chuo-u.ac.jp  電話 ： 042-674-2132

会期　2015 年 10 月 13 日－ 10 月 25 日

会場　中央大学 多摩キャンパス　グリーンテラス３階

2015 年 10 月 7 日発行　5,000 部

学校系統図（1944年時点／本学関係部分のみ）


